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○挨拶をする子どもとしない子どもがはっきりとしている。
○子どもの送迎について、以前と比べて車の数が減少してきている。
○通学路で朝が特に危険な場所については、既に育友会も何か所か立って子どもを見守っているが、その
場所にも立ち、子どもの安全について協力をしたい。

○学校として、地域の方に来て頂
いて、子ども達に様々な体験をさ
せるという取り組みだけでなく、学
校が地域の方々を招いて何かを
するという事等も取り入れてみて
も良いのではないか。

○子ども達の心身の健全育成の
ために来年度も様々な活動や取
り組みを積極的に行ってもらいた
い。

○外国語活動で水曜日の５限を
月に１～２回使うのであれば、
残っている水曜日の５限を「学力
補充」の時間として確保して、水
曜日の授業を５限までとしてはど
うか。

その他のご意見

○学校として、様々な方に学校に
きて頂き、いろいろな体験を子ど
もにさせるのは非常に良い事で
ある。

○フッ化物洗口については、既に
３年目を迎えているので、子ども
達の「歯の健康」の状態を数値化
してのも良いのではないか。

○教員の授業力の向上は、子ど
も達の学力向上に直結すると考
えられる。
○子どもの学力の向上も大切で
はあるが、体力の向上も重要で
ある。

○今後も外部講師や地域の方々
に来て頂き、子ども達に様々な体
験をさせて欲しい。

○挨拶をする子どもとしない子ど
もが決まっているように感じられ
るが、さらに学校での指導が必要
に思う。
○児童アンケートで「学校が楽し
い」と回答した児童がほとんど全
員であることは非常に良い。

○保護者アンケート結果から「家
庭学習」の習慣化がなされていな
いようだ。「家庭学習の手引き」を
さらに活用した方が良いのではな
いか。
○子ども達に確かな学力をつけ
るためには、やはり、担任の指導
力が重要である。

○全て単学級の学校なので、外
部講師や外部団体の方、地域の
方々を招いての取り組みは、評
価できるものであり、目標も適切
である。

○子ども達の心身を鍛えることは
「ゆたかな心」の育成にも、重要
であると考えられるため、学校の
教育活動全体を通して行う事は、
大変良い事である。

○基礎学力の定着は子ども達に
とって、重要な事であるが、自分
の考えを述べたり、文章化する表
現力も重要であると考えられる。
言語活動の充実を図ることも大
切である。
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教育目標

生きる力をはぐくみ、心身ともに健やかで、明日の社会を築く豊かな創造性と実践力を持つ子どもの育成。

学校の自己評価についてのご意見
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